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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、学生がラーニング・アウトカムズを習得したかどうかを査定するIT
技術を用いた評価指標を開発し、学生の習得度および教育の質を評価する方法を開発することであった。その方
略として①パフォーマンス課題となるようなシミュレーションシナリオの開発、②評価基準を明確にしたルーブ
リックの開発を挙げた。本年度は、一昨年度、昨年度の評価をもとに、事前学習の内容・方法、シミュレーショ
ンシナリオ、シミュレーション実施方法を修正して、3日間のシミュレーション演習を実施した。演習参加者に
はWebベースの演習評価アンケートを実施した。パフォーマンスの録画映像は分析途中であり、最終成果のまと
めには至っていない。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to develop an evaluation index using IT 
technology to assess whether a student had learned learning outcomes, and to develop a method to 
evaluate student's acquisition level and quality of education . As a strategy, we cited ① 
development of simulation scenario that would be a performance issue and ② development of rubric 
that clarified evaluation criteria. In this year, based on the evaluation of the last two years, we 
divised the contents and method of advance learning, simulation scenario, simulation execution 
method, and conducted a simulation exercise for 3 days. We conducted web-based exercise evaluation 
questionnaire for exercise participants. Recorded images of performance are in the process of being 
analyzed and have not reached the summary of final results.

研究分野： 災害看護

キーワード： シミュレーション教育　災害　評価

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

地球環境の変化に伴い増加する自然災害やテ
ロ攻撃を含む人為災害、新たな感染症の流行
など、不測の事態への対応や災害復興は、持
続可能な社会づくりにおいて重要な課題の一
つである。それらの状況に備え人々の生命と
健康危機に対応するという災害看護の考えを
もとに、災害時という危機的状況において行
政や地域医療の既存の制度や仕組みを変革し
て支援体制を構築する必要性があり、そのよ
うな場でリーダーシップを発揮できる人材の
育成が求められている。災害看護グローバル
リーダー養成プログラムでは育成されるべき
人材像をラーニング・アウトカムとして定義
している。急速な少子高齢化、グローバル化
の中で、大学は、社会の変革を担う人材の育
成やイノベーションの創出といった責務に応
えるために、社会における大学の機能の再構
築に取り組むことが求められている。世界初
の災害看護の Doctor コースとして新しい共
同大学院を構築する災害看護グローバルリー
ダー養成プログラム（DNGL）では、「世界で
求められている災害看護に関する多くの課題
に対して、学際的・国際的な指導力を発揮し
ながら、的確に対応・解決していくグローバ
ルリーダー」を育成するべき人材像（ラーニ
ング・アウトカムズ）として定義している。こ
の人材像が有する知識、スキル、特性などの
具体的な学習成果を定義して、現在カリキュ
ラムを作成している。同時に、ラーニング・ア
ウトカムズを個々の学生が習得したかどうか
をアセスメントするためのツールの開発が不
可欠である。アメリカには知的なコンピテン
スを査定するテストがいくつか存在し、ポー
トフォリオ評価が普及するなど様々なラーニ
ング・アウトカムズのアセスメントの手法が
開発されている 1）。日本でも、医学教育の中
でアウトカム基盤型教育（OBE）の考え方が
導入され、カリキュラムの改編や評価方法の
検討などが行われ、OSCE によるパフォーマ
ンス評価、ポートフォリオ評価、３６０度他
者評価などが実施されている 2）。看護分野で
も基礎教育、助産師教育などで OSCE が学生
の形成的評価や総括的評価として使用される
ようになってきた 3）。 

しかし、教育評価として使用されたものはな
く、また、災害看護分野には応用されていな
い。DNGL では、災害時を想定したシミュレ
ーション教育を多く取り入れ不測の事態にグ
ローバルリーダーとしてどのように思考し行
動すればよいのかを学習していく。シミュレ
ーションでの学生の習得状況を評価するには
パフォーマンス評価が有用である4）。そこで、
本研究では DNGL が目標とする人材像に合
わせたパフォーマンス評価指標を開発し、教
育学やスポーツ分野でのパフォーマンス評価
で画期的な効果が示されている IT 技術 5）を
応用して、パフォーマンス評価を実施し、教
育の質を評価するとともにその評価指標の妥
当性を検討する。 

 

２．研究の目的 

１）ラーニング・アウトカムズに基づいて到
達目標を設定し、パフォーマンス課題となる
ようなシミュレーションシナリオを開発する。 

２）評価基準を明確にしたルーブリックを作
成し、パフォーマンス評価指標を開発する。 

３）1）で開始したシミュレーションを行う学
生の様子を録画し、2）で開発したパフォーマ
ンス評価指標をインストールした IT 機器を
用いてアセスメントし、シミュレーションシ
ナリオ及びパフォーマンス評価指標の妥当性、
有効性を検証する。 

 

３．研究の方法 

（１）ラーニング・アウトカムズに基づいて
到達目標を設定し、パフォーマンス課題とな
るようなシミュレーションシナリオを開発す
る。 
（２）評価基準を明確にしたルーブリックを
作成し、パフォーマンス評価指標を開発する。
開発した評価指標をデジタルビデオ分析シス
テムに反映させる。 
（３）（１）で開始したシミュレーションで演
習を行う学生の様子を録画し、（２）で開発し
たパフォーマンス評価指標を用いてアセスメ
ントし、シミュレーションシナリオ及びパフ
ォーマンス評価指標の妥当性、有効性を検証
する。学生の習得状況に合わせてパフォーマ
ンス課題の難易度を変えて、繰り返しアセス
メント、評価、修正を行う。 
 
４．研究成果 
平成 26年度 
１）シミュレーションシナリオの開発 
シミュレーションの目的を「専門職連携にお
けるチームワーキング行動（情報を共有する、
対立を解決する、交渉する）を災害時の事例
を使って疑似体験し、災害時の行動と共にチ
ームワーク･連携を学ぶ」として、この目的を
達成できるような演習の企画、シミュレーシ
ョンシナリオの開発を行った。 
（１）シナリオのテーマ 
災害の各フェーズで必要とされるチームワー
キング行動を学ぶため災害のフェーズごとに
シミュレーションを行うこととした。 
広島県で発生した土砂災害を題材に①安全な
避難所の選定と住民の避難計画の策定、②避
難所の設置と運営、放射線災害後の福島県福
島市の仮設住宅を舞台にした③まちづくりに
住民の意見を反映させるためのワークショッ
プの開催をテーマとした。 
（２）シミュレーションシナリオの作成 
３つのテーマそれぞれを分担してシミュレー
ションシナリオを開発した。 
①広島県広島市で起きた土砂災害を題材に架
空の土砂災害を想定し、時間経過と共に変化
する状況を作成した。 
②静岡県西部危機管理局が作成した避難所運
営ゲーム（HUG）をもとに静岡県西部危機管理



局の許可を得て、HUG 土砂災害バージョンの
試作品を作成した。 
③シナリオ開発担当者の調査結果や職務で行
っている被災地支援での経験から、仮設住宅
に住む被災者、避難者の気持ちやニーズを反
映した架空の住民の設定を作成した。 
 
２）シミュレーション演習の実施 
平成 27年 3 月 9日（月）～3 月 11日（水）ま
での 3日間で実施した。 
大学院生 7名、教員 7名、演習協力者 16名が
参加した。 
大学院生は、シナリオ①、②を行うグループ
とシナリオ③を行うグループに分かれて実施
した。 
 
３）演習の評価 
演習について、学生、教員、演習協力者に 20
項目（5 ポイントリッカートスケール）による
授業評価アンケートを実施した。その結果、
演習内容について「学生の到達目標に応じた
難易度だった」「各演習の目的は明確だった」
の得点が平均 3.04、3.08と、他の項目の得点
と比較して低く、演習内容の難易度、目標の
明確化が課題であることが示された。 
 
 
平成 27年度 
平成 26年度の評価結果より、学習目標と各演
習での課題の明確化、演習内容の難易度を考
慮して、シナリオ、演習方法の変更を行った。 
１）シミュレーションシナリオの変更 
（１）シナリオのテーマ 
シミュレーションテーマがタイムリーである
ことが受講生の注意を引き、演習に没入しや
すくなるため、また、事前準備の統一を図る
ため、テーマを土砂災害、放射線災害から水
害に変更した。 
（２）災害後の設定時期 
①水害後 3日目の避難所運営本部（急性期） 
②水害発生から 12 時間までの県の災害対策
本部（発災時） 
③水害後 2ヶ月の避難所（避難期～復興期） 
（３）シミュレーションシナリオの作成 
①静岡県西部危機管理局の協力を得て HUG 水
害バーションをレンタルし、学習目標に合わ
せて細かい状況設定を追加した。 
②常総市水害を題材として人命救助のために
県庁職員が行う意思決定をテーマとして、多
機関調整、救助に関する意思決定を行うシナ
リオを作成した。 
③長期化する避難所生活をする住民への支援
をテーマに、要支援者への支援と避難者同士
の格差の解消を目標に、ワークショップを開
催するというシナリオを作成した。 
 
２）演習方法の変更 
平成 26年度はふたグループに分かれ、どちら
か 1つのシナリオを体験したが、平成 27 年度
は全員が同じシナリオを体験できるようにし

た。 
   
３）シミュレーション演習の実施 
平成 28 年 2 月 15 日（月）～2 月 17 日（水）
の 3日間で実施した。 
大学院生 9名、教員 7名、演習協力者 17名が
参加した。他の科目との関係で、一部の学生
は 2日目だけの参加となった。 
   
４）演習評価 
学生、教員･演習協力者に Web でのアンケート
への回答を依頼し、学生、教員･演習協力者を
分けて集計した。シナリオ①の難易度が高く
学生が急性期の避難所を想定するのが困難で、
シミュレーションでねらった行動 
を取ることができていなかった。 
 
平成 28年度  
平成 27年度の評価結果より、急性期では、学
習目標を「市町村の災害時意思決定体制改善
に向けて～情報伝達･共有型図上訓練と支援
システム～」（環境と消防 Vol.4,No.1,2-8）を
参考に「情報収集、分析･予測、判断、多機関
連携･調整作業、意思決定を行う」とし、復興
期では、「地域コミュニティの再生を住民で考
える」とした。 
１）シミュレーションシナリオの変更 
（１）シミュレーションのテーマ 
平成 27 年度に引き続き水害をテーマに選定
した。 
（２）災害後の設定時期と状況 
①発災直後から 12 時間まで（急性期） 
常総市災害対策本部および災害対策本部事務
局 
②では、水害から 1年半が経過した（復興期）
水害にあった地域で、行政として市民と一緒
に暮らしやすい町を目指す 
（３）シミュレーションシナリオの作成 
①「常総市水害対策検証委員会 報告書」を
もとにシミュレーションシナリオを作成し 
た。 
②Web 上の記事、常総市民への聞き取り調査
などから、現在の住民が抱える問題を拾 
い上げ、住民役の状況を作成した。 
平成 28 年度は HUG をアイスブレイクのゲー
ムとして、基本の地震バージョンで使用した。 
 
２）演習方法の工夫 
受講生に外国籍の学生が複数含まれたため、
シミュレーション教材や資料に英語の訳をつ
け、演習に支障がないようにした。また、日本
語が流暢な留学生に通訳補助として一緒に演
習に参加してもらった。 
 
３）シミュレーション演習の実施 
平成 28年 2 月 27日（月）～3月 1日（水）の
3 日間で実施した。 
大学院生 11 名、通訳補助の学生 1名、教員 10
名、演習協力者 20 名、ボランティア 10 
名 合計 52 名が参加した。学生は課題ごとに



グループ編成を変えてシミュレーションに取
り組んだ。 
 
４）授業評価 
学生、教員･演習協力者、TA 合計 43 名に Web
での授業評価アンケートを依頼し、学 
生と教員･演習協力者・TAを分けて集計した。
シナリオ③の復興期での課題は、行政職員と
しての役割を良く理解していないと具体的な
対応策を作成するのが難しく、難易度が高く
なった。大学院の 1 年生に対しては難しい課
題となった。そのため、授業評価でも、得点が
低くなったと思われる。 
 
 
まとめ 
平成 26 年度から平成 28 年度まで災害時にお
ける看護の役割を評価する指標の開発という
ことで研究に取り組み、災害時に求められる
能力として、「ミッションの正確な理解と共有」
「必要な情報の収集」「情報の分析と予測」「判
断と意思決定」「正確な情報伝達」「リーダー
シップと発言力と行動力」が必要とされるこ
とが明らかになった。 
動画の分析が追いついておらず、評価指標の
妥当性の検証は今後の課題として残っている。
今後は、できるだけ早いタイミングで、動画
分析を終了し、評価指標を公表していきたい
と考える。 
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